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独立行政法人林木育種センター中期目標

独立行政法人林木育種センター（以下「センター」という ）は、戦後、国土保全、木。

材需要等に対応した森林資源造成及び森林生産力の増強が要請される中で、優良種苗の確

保を図るため、林木育種場として設置され、精英樹選抜による林木育種事業を開始した。

その後、造林地の奥地化が進んだことから、厳しい気象条件下での造林に対応するための

気象害抵抗性品種の開発、松くい虫被害の急増に対処するためのマツノザイセンチュウ抵

抗性品種の開発等社会ニーズに対応した新品種の開発に都道府県等と連携を図りつつ取り

組んできた。

さらに、近年では、木材の強度の高い品種、心材含水率の低い品種等の材質の優れた品

種、用材生産等を目的とした優良な形質を持つ広葉樹の品種等多様な品種が森林所有者等

から求められるようになった。

、 、 、 ，センターは これらの要請に応えて 都道府県等とも連携を図りつつ これまでに約１

５００品種に及ぶ林木の新品種を開発し、その普及に取り組んできている。

また、これらの新品種開発に不可欠な育種素材等としての林木遺伝資源についても、こ

れまでに約３万点を収集・保存してきた。

一方、平成１３年７月に改正された森林・林業基本法（昭和３９年法律第１６１号）に

おいて、国は、国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、地球温暖化の防止、林産物

の供給等の森林の有する多面的機能の持続的な発揮に向けて森林の適正な整備を推進する

ため、優良な種苗の確保等に必要な施策を講ずることとされている。また、近年、花粉症

が国民的な疾病となり、大きな社会問題になっている中、花粉症対策に有効な林木の品種

の開発が求められている。

さらに、我が国は、生物多様性条約の締約国として、生物多様性国家戦略（平成１４年

３月２７日地球環境保全に関する関係閣僚会議決定）を決定し、種・生態系の保全、種の

絶滅の防止と回復等を目標とした施策を政府が中心となって推進することとしている。

加えて、熱帯林の減少・劣化や地球温暖化等の地球規模の環境問題が深刻化する中で、

海外における持続可能な森林経営について我が国の積極的な貢献が求められている。

センターは、このような我が国の森林・林業政策上の課題を踏まえ、林木の育種事業、

これにより生産された種苗の配布等を行うことにより、林木について優良な種苗の確保を

図ることを目的として、平成１３年４月に独立行政法人として設立されたところである。

また、センターの事務・事業の実施に当たっては、我が国の林木育種の中核機関として

の役割を担いつつ、国、都道府県等の関係機関との緊密な連携を図るとともに、地域が限

定され公立林業試験場等において実施可能な樹種の新品種の開発及び関連する調査・研究

は地方にゆだねる等役割分担を図ることとし、これまでの事業の成果を踏まえた効率的か

つ効果的な業務実施に努めることとする。
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第１ 中期目標の期間

センターの中期目標の期間は、平成１８年４月１日から平成２３年３月３１日までの５

年間とする。

なお、独立行政法人森林総合研究所(以下「研究所」という。)との統合が行われた場合

にあっては、センターの中期目標期間は、統合後の法人の中期目標期間に引き継がれるも

のとする。

第２ 業務運営の効率化に関する事項

１ 業務の効率化

(1) センターの本所及び育種場に設置されている増殖保存園については、業務の実施方法

の改善によって効率化を図り、要員配置について見直しを行う。

(2) 業務運営の効率化による経費の抑制については、各事業年度の人件費を除く運営費交

付金で行う事業について、少なくとも前年度の一般管理費の３％及び業務経費の１％の

合計に相当する額を抑制する。

また 「行政改革の重要方針 （平成１７年１２月２４日閣議決定）を踏まえ、今後５、 」

年間において、国家公務員に準じた５％以上の人件費削減（退職金及び福利厚生費（法

） 。 、 。）定福利費及び法定外福利費 を除く また 人事院勧告を踏まえた給与改定部分を除く

の取組を行う。さらに、国家公務員の給与構造改革を踏まえた給与体系の見直しを進め

る。

以上に加え、第５の３に記載する統合のメリットの発揮について検討する。

２ 関係機関との連携

業務の推進に当たっては、新品種の開発に係る優良形質候補木の探索・選抜、林木育

種技術の開発等について、国、都道府県、大学等との連携の下に効果的な実施を図る。

第３ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

センターの使命等を踏まえ、森林の有する多面的機能の発揮に向けた森林整備に資す

る新品種の開発・配布、生物多様性の保全及び多様な育種ニーズに対応した新品種の開

発等のための林木遺伝資源の収集・保存、林木育種に関する海外技術協力等の業務に重

点的に取り組む。

１ 林木の育種事業

(1) 林木の新品種の開発
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安全で快適な国民生活の確保及び森林の有する多面的機能の発揮に向けた森林整備に

資することを目的として、花粉症対策に有効な品種、地球温暖化防止に資する品種又は

国土保全、自然環境保全等の機能及び林産物供給機能の向上に資する品種を開発するた

めの業務を推進し、新たに２５０品種開発する。

特に、花粉症対策に有効な品種及び国土保全、自然環境保全等の機能の向上に資する

品種の開発に重点的に取り組む。

(2) 林木遺伝資源の収集・保存

貴重な林木遺伝資源が滅失することを防ぐとともに、多様な林木育種ニーズに対応し

た新品種の開発等を進めるため、６，０００点の林木遺伝資源を探索・収集するととも

に、増殖・保存、特性評価等の業務を推進する。

特に、絶滅に瀕している種等の希少・貴重な林木遺伝資源の探索・収集に取り組む。

２ 種苗の生産及び配布

、 。(1) 新品種等の利用の促進に資するため 都道府県等に対して積極的な情報提供に努める

(2) 都道府県等からの要請に応じて、新品種等の種苗の適正な生産に努め、配布の実施に

当たっては、申請者の要望する期間に配布するものとし、その期間に配布する件数は全

件数の９０％以上とする。

(3) 都道府県等を対象として、顧客満足度（５段階評価を行い３．５以上の評価を目標）

を数値化するためのアンケート調査を実施し、その結果を評価・分析した上で、業務に

反映させる。

３ 調査及び研究

(1) 新品種等の開発及び利用の推進に必要な技術の開発

花粉症対策に有効な品種、地球温暖化防止に資する品種、国土保全、自然環境保全等

の機能の向上に資する品種、林産物供給機能の向上に資する品種の開発、育種年限の短

縮、遺伝子組換えによる育種並びに新品種等の利用の推進等に必要な技術の開発のため

の調査及び研究を行う。

特に、育種年限の短縮及び遺伝子組換えによる育種に必要な技術の開発のための調査

及び研究に取り組む。

(2) 林木遺伝資源の収集、分類、保存及び特性評価に必要な技術の開発

絶滅に瀕している種及び育種素材として利用価値の高い林木遺伝資源についての収

集、分類、保存及び特性評価に必要な技術の開発のための調査及び研究を行う。

(3) 海外協力のための林木育種技術の開発

林木育種に関する海外技術協力を効率的かつ効果的に行うための調査及び研究を行う

、 。とともに これに必要な海外の林木遺伝資源について１００点を目標として収集を行う
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４ 成果の広報・普及の推進

、 。開発した新品種等センターの実施した業務の成果について 積極的な広報・普及を行う

５ 専門分野を活用した社会貢献

(1) 都道府県等に対する林木育種技術の講習及び指導

新品種等の利用を進めるため、都道府県等に対し、採種（穂）園の造成・改良技術等

、 。について講習及び指導を行うとともに 講習・指導の内容及び実施体制の充実に努める

(2) 海外の林木育種に関する技術指導

海外研修員等の受け入れ及び専門家の派遣等の業務の充実を図るため、支援先機関の

多様化並びに多様な関係機関との連携及び協力による技術指導や技術開発のためのネッ

トワーク化に取り組む。

(3) 行政、学会等への協力

行政、学会等へ専門家として参画する。

第４ 財務内容の改善に関する事項

自己収入の確保のため、運営費交付金以外に、調査及び研究における競争的資金の

獲得、委託業務への積極的な対応等による外部資金の獲得に努める。

第５ その他業務運営に関する重要事項

１ 施設及び設備に関する計画

業務を適切かつ効率的に実施するために必要な施設及び設備の整備改修等を計画的に

行う。

２ 職員の人事に関する計画（人員及び人件費の効率化に関する目標を含む ）。

職員については、中期目標期間中に行う事務・事業の効率的かつ効果的な業務運営に

沿った適切な配置に努め、人件費の抑制に努める。

３ 研究所との統合による事務及び事業の一体的実施

研究所との統合後においては、管理部門の効率化及び試験研究との連携による効果的

な業務運営を推進し、統合のメリットを発現することにより、総費用の削減を図るよう

検討する。
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